
平成 1 6 年度 静岡大学技術報告会 参加報告

山本好弘 ( 工 学部 技術部 計測 ･ 制御 グル
ー プ)

平成 1 6 年 1 2 月 2 2 日 に静岡大学大谷 キャ

ン パ ス で 開催され た ､ ｢ 平成1 6 年度 静 岡大学

技術報告会｣ - 参加 した｡ 平成 13 年より三 重

大学工 学部技 術部と相互 交流を行 っ て おり､

今回 は 山本好 弘 が発 表 参加 を行 っ た｡

静岡 大学 の 技術報 告会 は ､ 学内 の 技術 組

織 の 連携により全 学規模で 開催されて いる｡ な

お ､ キャン パ ス が静 岡(東 部地 区) と浜 松( 西 部

地 区) に分か れ て おり､ その 関係もあっ て 交 互

に開催されて いるようで ある｡ 今 回 は ､ 静 岡( 大

谷) キャ ン パ ス の 共 通教 育 A 棟 3 0 1 教室 にて

開催され た｡

今 回 か ら､ 参加 募集( 参加 申 込) を技 術部

の ホ
ー ム ペ ー ジから行うように変 更され て い た｡

また ､ これ に つ い て の 報 告が今回 行われ ており､

その 報告 の 概要 を次に 紹介する｡

○開発 理 由として ,
W e b による参加 申込 が 主

流 , 学外 者( 静岡 の 場 合 は 他 の キャ ン パ スも

対 象) に 対 する利便性 ､ 登録され たデ ー タの

活 用 ｡

○サ ー バ は
､ 新規 に構築し､ W i n d o w s X p P r o

上 にフリ ー の W e b サ ー バ ソフト( A N H T T P D )

を稼働 ｡

○参加 登 録プロ グラム は H T M L から C G I ( P e rl

で 記 述) を呼 び 出 す方 法で 作 成 ｡ 作 成され

た デ
ー

タフ ァイ ル ( C V S 形 式) は E x c el ､

A c c e s s を用 い て利用 ｡ なお ､ 参加 登 録者 の

一

覧をホ
ー ム ペ ー ジ上 - の 自動 生成 を行 っ

て い たが ､ 必 須項 目 の 指 定を行 わなか っ た

ため 未記 入 項 目 の 発 生 等 が あり､ そ の 後 は

手動で 行 っ た.

ホ
ー ム ペ ー ジか ら行 われた参加 申込 の

一

覧

を次の 表 に示 す｡ 今 回 の 報告会 - の 参加 者は ､

ホ
ー ム ペ ー ジ による参加 申込 外 の 参加 者も含

め約5 0 名 で あっ た｡
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表 参加 登 録者
一

覧

所属
技術

報 告

研 修

報告
聴許 合計

静

岡

大

学

教育学部 1 2 3

工 学 部 2 5 1 3 2 0

理 学 部 1 1 2

情 報 挙部 1 2 3

大 学 農学部 2 5 7

付 属 施設 1 3 4

他 大 学 3 3 6

メ
ー

カ 1 1

合 計 1 0 6 3 0 4 6

こ の 技術 報告 会で は ､
技術 報告 以 外 にも研

修 報 告も行 われ て い る ｡ 研 修 報告 の 内容 は ､

三 重 大学 工 学 部技 術部 で 行 っ て い る技術 講

習会に あたる技術 研 修等 の 開 催報告および担

当して いる( 学 生) 実験 ･ 実習 の( 指 導) 内香等

とな っ て いる｡ また ､
技術研 修 等 は様 々 な単位

で ､ 様 々 な対 象 に 対 し数 多く開催され て い るよ

うで ある｡

今回 の 発 表は ､
｢ ビ ス コ ス フィン ガリング計測

シ ス テ ム の 制御 プ ロ グラム の 開 発｣ と題 し ､ 計

測 ･ 制御 グル
ー プ の 3 名 で 行 っ た依 頼業務 に

つ い て ､ 山本 が担当した制御プ ロ グラム の ア ル

ゴリズ ム等を中 心 に発 表を行 っ た ｡

なお ､ 質疑 で は ､ シ ス テ ム の 改良 に つ い て の

提案 ､ 開発 時間 ･ プ ロ グラム の 規模 ､ そ の 後 の

メンテ ナ ン ス 状況 ･ プ ロ グラム 開発 時 の 問題 点

などに つ い て貴重 な意 見 ･ 情報 をい ただ い た｡

また , 質疑 以 外( 休 憩時 間) にもプ ロ グラム( シ

リア ル 通 信 の 制 御プ ロ グラム) に つ い て情報 交

換を行 っ た｡

今 回 の 報告会で は ､ 様 々 な学部 からの 報 告

を通 じて ､ 工 学 系以 外 の 視 点やア プ ロ
ー チ 方

法 を得ることが 出 来た ｡ また ､ そ の 他 にも大 学

内 の 状 況 等 に つ い ても情 報 交換 を行うことが

出 来た ｡


